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予
リ
l
ズ

初
年
を
振
り
返
っ
て

① 

「
体
力
づ
く
り
優
秀
組
織
表
彰
記

念
内
閣
総
理
大
臣
賞
」

昭
和
四
十
四
年
十
月
十
日
受
賞
の

こ
の
頃
、
大
川
地
区
の
名
が
全
国
に

響
き
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
、
表
彰
を

記
念
し
て
地
区
民
運
動
会
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
は

そ
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

戦
後
の
混
乱
の
中
、
文
化
国
家
建

設
を
め
ざ
し
て
、
大
川
公
民
館
は
昭

和
二
十
三
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
大

洲
市
と
な
り
昭
和
三
十
年
代
に
入
る

と
、
地
区
住
民
の
健
康
づ
く
り
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
大
洲
市
内

で
一
番
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
保
健
婦
を
中
心
に

生
活
改
善
、
衛
生
知
識
の
普
及
、
体

力
増
進
と
地
区
を
挙
げ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
や
が
て
、
活
動
の
成
果
を

県
内
外
で
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
、

各
地
か
ら
視
察
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
日
、
人
口
の
半
減
な
ど
地
域
を

と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
今
後
新
た
な
視
点

と
時
代
に
あ
っ
た
地
区
公
民
館
の
役

割
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(写
真
、
文
提
供
・
大
川
公
民
館
)
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域!の3景気理回復喝期:待
柚木第二団地・粟津小学校特別教室棟建設に着手

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
八
日
か

ら
十
八
日
ま
で
の
十
一
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
五
年
度
補
正
予
算
関

係
十
四
件
、
条
例
関
係
五
件
、
人
事
案
件
二

件
、
議
員
提
出
案
件
三
件
、
そ
の
他
三
件
の

計
二
十
七
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

|四定例市議会|

提
案
理
由
の
説
明

現
在
、
我
が
国
は
、
国
際
貢
献
、

政
治
改
革
、
献
金
汚
職
、
コ
メ
市
場

開
放
問
題
な
ど
に
よ
り
、
低
迷
を
続

け
る
経
済
に
後
遺
症
が
現
れ
、
期
待

さ
れ
て
い
ま
し
た
景
気
回
復
の
足
を

引

っ
張
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
当

市
で
は
、
「
活
力
の
あ
る
明
る
く
住
み

よ
い
都
市
守
つ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、

地
方
拠
点
都
市
の
計
画
・

推
進
、
高

速
交
通
時
代
の
到
来
に
よ
る
道
路
交

通
網
の
整
備
、
大
型
事
業
の
着
手
な

ど
順
調
に
市
政
を
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
環
境
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
を
重
視

し
た
施
策
の
展
開
に
配
慮
し
な
が
ら
、

経
費
全
般
に
つ
い
て
徹
底
し
た
節
減

・
合
理
化
を
図
り
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
守つ
く
り
に

遁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
を

担
っ
て
計
画
し
、
掘
削
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
温
泉
開
発
は
、
温
度
・

泉
質
共
に
温
泉
と
し
て
満
足
の
い
く

も
の
で
し
た
が
、
湯
量
不
足
で
採
算

が
取
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
誠
に
残
念
な
結
果
で
は
あ
り
ま

す
が
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
の
関
係
各
住
の
ご

協
力
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
七
億
三
千
九
百
七
十

一

万
円

特
別
会
計
五
千
百
十

一
万
七
千
円

企

業

会

計

千
百
四
十
六
万
千
円

合

計

八
億
二
百
二
十
八
万
八

千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

二
百
九
十
億
四
千
七
十
七
万
二
千
円
、

昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
約
六
・

五
%
増
加
し
ま
し
た
。

般

会

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
、
百
四
十
九
億
五
千
五
百
二

十
七
万
二
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期

と
比
較
す
る
と
ム
千
二
百
十
四
万
六

千
円
(
ム

0
・
一
%
)
減
少
し
ま
し
た
。

【
総
務
費
】

V
市
制
施
行

ω周
年

記
念
事
業
関
係
に
八
十
四
万
四
千
円

曹三
二
善
地
区
山
林
管
理
組
合
交
付
金

と
し
て
五
百
五
十
五
万
七
千
円

{
民
生
費
】

V
老
人
ホ

1
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
の
追
加
と

し
て
百
四
十
五
万
八
千
円
V
地
域
改

善
対
策
特
定
事
業
に
三
千
四
百
七
十

二
万
円
V
地
域
福
祉
基
金
積
立
金
追

加
と
し
て

一
億
四
千
二
百
六
十
五
万

円
{
農
林
水
産
業
費
}

V

冷
夏
長
雨

等
農
作
物
被
害
対
策
事
業
に
千
五
百

八
十
一
万
二
千
円
V
水
田
営
農
強
化

対
策
事
業
に
四
百
五
十
六
万
二
千
円

V
特
産
裸
麦
作
付
拡
大
事
業
に
四
百

二
十
万
四
千
円
V
森
林
整
備
担
い
手

確
保
育
成
対
策
事
業
に
四
十

一
万
七

千
円
V
大
洲
市
中
山
間
地
域
対
策
基

金
積
立
金
と
し
て
千
万
円

{
商
工
費
}

V

街
路
灯
施
設
設
置

事
業
補
助
と
し
て
四
十
二
万
九
千
円

{
土
木
費
}

V

市
道
田
口
徳
森
線

道
路
改
良
事
業
追
加
と
し
て
三
千
万

円
V
明
治
の
小
路
撃
備
費
追
加
と

し
て
五
百
七
十
五
万
八
千
円

V
公

営
住
宅
建
設
事
業
に
八
千
八
百
四
十

万
八
千
円

{
教
育
費
】

V
粟
津
小
学
校
特
別

教
室
棟
新
増
改
築
事
業
に
二
億
二
千

八
百
七
十
二
万
七
千
円
V
喜
多
小
学

2 

校
水
泳
プ

l
ル
等
設
計
委
託
料
外
に

五
百
十
万
五
千
円

条

係

例

関

V
大
洲
市
中
山
間
地
域
対
策
基
金
条

例
V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
立
小
学
校
校
舎
等
建
設
委

員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
国
民
宿
舎
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
V
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人

事

イ牛

案

V
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

石
河
覚
委
員
が
、
平
成
五
年
十
二

月
二
十

一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
の
で
、
後
任
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で

す
。
新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
氏
名
住
所

池

田

陽

一
郎

大
洲
市
菅
田
町
菅
田
甲
七
五

六
番
地

生
年
月
日
昭
和
二
年
三
月
十
日

V
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

梶
谷
繁

一
委
員
が
、
平
成
五
年
十

二
月
二
十
二
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
後
任
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の

で
す
。
新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ヘ



四
国
横
断
自
動
車
道

宇
和
!
大
洲
聞
に
施
行
命
令

道一

道
一
洲
一

瞬
一
間
一

貫
道
一

県
蹴
弧
一

恥い¥ヘ柚

十
一
月
十
九
日
、
建
設
省
は
日
本

道
路
公
団
に
対
し
、
四
国
横
断
自
動

車
道
宇
和
|
大
洲
間
(
約
十
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
)
の
施
行
命
令
を
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
洲
以
南
の

自
動
車
道
の
事
業
が
着
手
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

幅

四
国
横
断
自
動
車
道
は
、
徳
島
県

画

阿
南
市
か
ら
高
松
市
、
高
知
市
、
須

崎
市
、
宇
和
島
市
を
経
で
大
洲
市
に

計

至
る
も
の
で
す
。
こ
の
自
動
車
道
は
、

9

現
在
幅
杭
設
置
を
行

っ
て
い
る
四
国

|

縦
貫
自
動
車
道
と
国
道
日
号
大
洲
道

準

路
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

E
R

四
国
横
断
自
動
車
道
(
宇
和
|
大

;

洲
間
)
の
計
画
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と

一

と
お
り
で
す
。

tz一

V
区
間
及
び
延
長
東
宇
和
郡
宇
和

、
3
一

町
1
大

洲

市

約

十

六

回

構

一

;

刊

す
る
市
町

村

宇

和

町

大

路

V
設
計
速
度
時
速
八
十

回

道

一

V
車
線
数
用
地
四
車
線
、
工
事
二

車
線

V
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

宇
和
町

(
県
道
宇
和
野
村
線
に
連

結
)
大
洲
市

(
国
道
日
号
線
に
連
結
)

V
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア

一

ケ

所

四国横断自動車道

中

員

橋梁区間(中小橋)

金~事三営事雪空主雪

土工区間

'¥__ノ

ι、

医亙E

住 氏〆

所名

古

森

達

夫

大
洲
市
大
洲
六

O
O番

地
の一

昭
和
十
九
年
八
月
五
日

トンネル区間

中
直豆E

'_.， 
匡至E

生
年
月
日
議
員
提
出
案
件

V
米
・
乳
製
品
市
場
開
放
阻
止
、
オ

レ
ン
ジ
・
牛
肉
関
税
率
引
き
下
げ
阻

止
等
に
関
す
る
要
望
決
議
に
つ
い
て

ガ
ッ
ト
多
国
間
交
渉
の
場
に
お
い

て
、
現
在
の
農
畜
産
物
の
輸
入
制
限

措
置
を
堅
持
す
る
よ
う
、
政
府
等
に

要
望
す
る
も
の
で
す
。

V
地
方
税
財
源
の
確
保
に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
役
割
の
重
要
性

並
び
に
自
主
性
を
強
化
す
る
観
点

か
ら
、
恒
久
的
か
つ
安
定
的
な
財
源

を
確
保
す
る
よ
う
、
政
府
に
要
望
す

る
も
の
で
す
。

V
患
者
給
食
費
自
己
負
担
に
反
対
し
、

保
険
給
付
に
よ
る
病
院
給
食
の
充
実

を
求
め
る
要
望
決
議
に
つ
い
て

入
院
患
者
が
安
心
し
て
療
養
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
病
院
給
食
の
自
己

負
担
導
入
を
行
わ
ず
、
現
行
制
度
を

充
実
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
揺
る
ぎ
な

い
医
療
保
険
制
度
を
確
立
さ
れ
る
よ

う
政
府
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

V
平
成
四
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
V
専
決
処
分
し

た
事
件
の
報
告
並
び
に
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
V
財
産
の
取
得
に

つ
い
て

3 



「
税
の
申
告
は
正
し
く
、
早
め
に

」

一
一
月
十
六
日

i
三
月
十
五
日

『|
L

平
成
五
年
度
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す

が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
は

混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な

か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

{
正
し
い
確
定
申
告
を
}

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
税
法

に
従

っ
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い

う
H

申
告
納
税
制
度
山
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
昨
年

一
年
間
の
所
得
と
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
早
め
に
申
告

と
納
税
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

{
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
}

V
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
五
年
中

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控

除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
配

偶
者
特
別
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
と
き

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
、
千
五
百
万
円
を
超
え
る
場
合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控

除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特

別
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

人
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
o

g
⑫
2
1
1
1
(
内
線
2
4
6
1

一一
月
十
六
日
か
ら
市
県
民
税
な
ど

の
申
告
書
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

市
で
は
、
左
記
の
日
程
で
、
市
県
民

税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
市
役

所
税
務
課
と
各
連
絡
所
を
会
場
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
申
告
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
ご
相
談
の
あ
る

市県民税申告相談日程表

地 区 期 間 受付時間 A耳、 場

大 洲 2月16日-23日 916時E寺一30玉子 市役所税務課

平 野 2月24日(木) '/ 連絡所会議室

南久米 2月25日幽 '/ 連絡所会議室

菅 田 2月28日(月) ク 連絡所会議室

相P 沢 3月1日伏) 。 連絡所会議室

善 3月2自体) 連絡所会議室" 
八多喜 3月3B(木) // 連絡所会議室

上須戒 3月4日幽 // 連絡所会議室

新 Ih 士I 3月7日(月) // 連絡所会議室

大I(大)I[) 3月8日(火) " 連絡所会議室
川 I(蔵)I[) 3月8日伏) イシ 基幹集落センター

平成6年度

旦民年金保闘 J宕
~'所得金額か5控除され声Jす
毎年 2月16日から 3月15日は所得税の

確定申告時期です。みなさんが納められ

た国民年金保険料や国民年金基金掛金は、

社会保険料控除として所得の金額から全

額控除されます。

控除の対象となるのは、平成 5年 1月
から12月の聞に車内められたf呆険F斗などで、
ご自身の保険料はもとより、生計をーに

する配偶者その他の親族(別居中の大学

生も含む)が負担すべき保険料を納めて

いる場合には、その保険料も控除の対象

になります。

給与所得者の場合は、年末調整時の保

険料控除申告書に記入することにより手

続きは完了しますが、年末調整を受けら

れなかった人や申告書に記入漏れがあっ

た人は、住所地の税務署に確定申告書を

提出することにより控除が受けられます。

なお、平成 4年以前の納め忘れの保険
料や過去の免除期間の保険料を平成 5年

中に納めた場合は、その保険料も控除の

対象になりますので、併せて申告してく

ださい。

詳しくは、市民課国民年金係まで。

宮⑫2111(内線256・25 7) 

〈平成5年の国民年金保険料額〉

悩苛WIj}，機感忌F

1たなお、上記のほか市役所税務課にて、 3月9日か
ら15日まで申告相談を行っております。お気軽に
ご利用ください。

※申告相談時間

平 日・・…・午前 9時~午後_4時30分
土曜日・・・…午前9時~正午 (2/19、
[日曜、祝祭日は除きます]
なお、市役所は、 2/26・3/12の各土曜日は閉庁
します。

3 / 5) 

月
，疋.L，. 1 月 ~3 月 9，700円

客員 4 月 ~12月 10，500円
額
付加保険料 400 

額年
P疋.L，. 害員 123，600円

定額+付加 128，400円

4 

市
民
交
通
傷
害
保
険
の

お

知

ら

せ

平
成
六
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保

険
の
受
付
が
、

三
月
一
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
世

帯
に
申
し
込
み
書
(
住
所
・
氏
名
を

記
入
済
み
の
も
の
)
を
配
布
し
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
家
族
み
ん

な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

{
加
入
資
格
}

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は

市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
。

加
入
は

一
人
二
口
ま
で
に
限
り
ま

す
。

{
保
険
料
}

一
口
四
百
八
十
円

(中
途
申
込

は
月
額
四
十
円
)

二
口
九
百
六
十
円
(
中
途
申
込

は
月
額
八
十
円
)

{
期
間
}

平
成
六
年
四
月

一
日
か
ら

一
年
間

{
支
払
わ
れ
る
保
険
金
}

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、

列
車
な
ど
が
原
因
で
発
生
し
た
交

通
事
故
に
対
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

一
口
に
つ
き
五
千
円

(
一
週
間
未

満
の
ケ
ガ
)
か
ら
百
万
円
ま
で
で

す
。詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通

安
全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
宮
(ω
2
1
1
1
(
2
3
1
)



大洲市ミニシルバー人材センター
会員を募集中/

(簡単な大工仕事J (男定・刈り込み・消毒) (事務整理)

(筆記・毛筆・筆耕等) (販売・集金・配達) (屋外での軽作業)

(倉庫・駐車場の管理・監視)(家事の手伝い・留守番J(荷造・運搬)

発注者、

ミ
一
?
ン
ル
パ
l
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

高
齢
者
の
「
福
祉
と
労
働
」
と
い

う
両
面
か
ら
考
え
ら
れ
た
組
織
で
す
。

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
で
、
就

職
は
望
ん
で
い
な
い
が
、
経
験
、
技

術
、
技
能
を
生
か
し
て
働
き
た
い
と

い
う
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
共
団
体

や
民
間
の
事
業
所
、
ま
た
は
一
般
家

庭
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
仕
事
を
集
約

し
、
会
員
の
希
望
や
能
力
に
応
じ
た

仕
事
を
提
供
し
ま
す
。
そ
し
て
従
事

し
た
仕
事
に
応
じ
て
配
分
金
を
会
員

に
支
払
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
の
就
業
機

会
が
増
え
、
地
域
の
発
展
に
も
寄
与

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

センターのしくみ

セ
ン
タ
ー
の
特
色

V
セ
ン
タ
ー
は
、
営
利
を
目
的
と
し

な
い
公
益
的
な
団
体
で
、
市
が
全

面
的
に
援
助
し
ま
す
。

V
仕
事
は
セ
ン
タ
ー
が
請
け
負
い
ま

す
。
会
員
は
希
望
に
そ
っ
て
そ
の

仕
事
に
従
事
す
る
も
の
で
、
内
容

は
臨
時
的
、
短
期
的
な
も
の
で
す
o

v
依
頼
主
と
の
雇
用
関
係
は
あ
り
ま

せ
ん
。
仕
事
を
引
き
受
け
る
の
は

セ
ン
タ
ー
で
就
業
す
る
の
は
、
セ

ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
会
員
で

す
か
ら
、
依
頼
主
と
会
員
と
の
聞

に
雇
用
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就

労
中
の
事
故
は
セ
ン
タ
ー
が
対
応

し
ま
す
。

V
仕
事
の
責
任
は
、
セ
ン
タ
ー
が
負

い
ま
す
。
請
け
負
い
代
金
は
セ
ン

タ
ー
が
受
け
取
り
、
従
事
し
た
会

員
に
報
酬
(
配
分
金
)
を
支
払
い

ま
す
。
入
会
の
手
続
き

印
鑑
と
会
費
千
円
及
び
顔
写
真
二

枚
を
準
備
し
て
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

発
注
者
募
集
中

セ
ン
タ
ー
で
は
仕
事
を
待
っ
て
い

ま
す
。
事
業
所
や
家
庭
で
ふ
さ
わ
し

い
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
ミ
二
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー

宮

⑮

3
7
7
5
大
洲
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
(
大
洲
市
若
宮
)

@ゐ(~(!)妥ぽ♂~~ら/C
寒風にまけずに元気に走ろう ノ

市民健康マラソン大会
集募書羽目参

市
民
の
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進
を
図
り
、
明
る
く
豊
か
な
市
民
生

活
の
実
現
の
た
め
、
第
十

一
回
大
洲

市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
平
成
六
年
二
月
六
日
田

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

※
荒
天
時
は
、
十
一
日
幽
に
順
延

{
受
け
付
け
}
(
大
会
当
日
)

午
前
八
時
四
十
分
1
九
時
二
十
分

{
集
合
場
所
}
大
洲
市
民
会
館

{
ク
ラ
ス
及
び
距
離
}
今
年
か
ら

一
般
男
子
の
部
に
、
新
し
く
四
十

歳
以
上
の
部
が
で
き
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

{
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
}

V
大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局

(総
合

体
育
館
内
)
宮
⑫
6
2
5
5

V
大
洲
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体

育
課
宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
8
9
)

{
そ
の
他
}

完
走
者
全
員
に
完
走
証
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

距離 ク フ ス

*高校生男子の部

6 km 合一般男子の部

安一般男子40歳以上の部

*小学校4年男子の部責小学校4年女子の部

*小学校5年男子の部合小学校5年女子の部

女小学校6年男子の部脅小学校6年女子の部

3km 女中学生男子の昔日 背中学生女子の部

安一般男子の部 *高校生女子の部

安一般男子40歳以上の貴一般女子の部

昔E

*60歳以上の部

2 km *フ ァミリーコース (老若男女は問いません。

小学校3年生以下は保護者同伴とします。)

参加者はトレーニングをして、身体に異常の無

いことを確認して出場してくださしミ。大会中は

警察官・大会係員の指示に従ってください。

5 



大洲市主任児童委員一覧表
(平成6年1月1日委嘱)

近
年
、
『
健
や
か
に
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
環
境
ゃ
つ
く
り
』
が
社
会
全
体

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

中
で
、
児
童
や
妊
産
婦
な
ど
の
福
祉

に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を
行
う

児
童
委
員
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、
新
た
に
主
任
児

童
委
員
を
設
置
し
て
、
児
童
福
祉
に

関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
し
て

も
ら
い
、
従
来
の
区
域
を
受
け
も
っ

て
い
る
民
生
・
児
童
委
員
と

一
体
と

な
っ
た
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
委
員
活
動
の
一
一
層
の
推
進

を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
活
動

が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
・
児
童

委
員
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
主
な

職
務
は
、
学
校
や
、
児
童
相
談
所
な

ど
の
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
区
域
を

担
当
す
る
民
生
・
児
童
委
員
と
の
連

絡
・
調
整
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
民

生
・
児
童
委
員
が
当
該
区
域
内
の
児

童
・
妊
産
婦
な
ど
に
対
し
で
行
う
調

査
・
指
導
な
ど
の
活
動
に
対
し
、
必

要
な
援
助
・
協
力
を
行
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
従
来
の
民
生
・
児
童
委

員
の
よ
う
な
個
別
世
帯
の
指
導
・
援

助
は
行
わ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す。
大
洲
市
で
は
、

一
月
十
二
日
、
中

央
公
民
館
で
主
任
児
童
委
員
委
嘱
状

伝
達
式
が
開
催
さ
れ
、
十
一
人
の
委

員
に
厚
生
大
臣
・
愛
媛
県
知
事
か
ら

の
委
嘱
状
を
桝
田
市
長
が
手
渡
し
ま

し
た
。今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
、

平
成
六
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
八
年

十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
三
年
間
で

す
。
新
し
い
委
員
は
、

一
覧
表
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

地 区 氏 名 f主 所 電 話

肱南
上久保世津子

大洲市大洲
24-3629 久米 825番地17

大洲
大洲市徳森M:::fヒ 土居 功 25-3606 

喜多平 2383番地の16

平野地区 中野鹿子
大洲市平野町

24-6575 
平地487番地の2

南久米地区 新川欣子
大洲市稲積

24-7183 699番地第2

菅団地区 松本明美
大洲市菅田町

25-5203 
菅田甲821番地

大川地区 石本重利
大洲市森山

27-0122 
甲1243番地

柳沢地区 高岡忠行
大洲市田処

25-4770 
丙288番地

新谷地区 宮元紀子
大洲市新谷甲

25-4129 1963番地第2

三善地区 窪田哲子
大洲市春賀

26-1355 
甲1200番地

八多喜地区 大本イヨ子
大i1'i'I市八多喜町

26-0601 
甲63番地1

上須戒地区 丸本真由美
大洲市上須戒

26-0782 乙124番地

6令⑮おi;t@(!)手電F
介んiぎ

ν ク νージョジバνーボ-~V大会

簡
易
保
険
加
入
者
協
会
四
国
地
方

本
部
で
は
、
長
寿
社
会
に
向
け
て
健

康
保
持
増
進
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
勝
ち
負
け
よ
り
楽
し
く
健
康
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
、
か
ん
ぽ
レ
ク

レ
l
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

6 

w吋

{
日
時
}
平
成
六
年
二
月
二
十
日
間

午
前
九
時

1
午
後
五
時

{
場
所
}
大
洲
市
総
合
体
育
館

{
参
加
資
格
】
原
則
と
し
て
簡
易

保
険
加
入
者
で
三
一
十
歳
以
上
の
女

性
に
限
り
ま
す
。

{
参
加
料
}
無
料

{
大
会
運
営
}
試
合
は

一
チ
ー
ム

六
名
で
行
い
ま
す
が
、
チ
ー
ム
は

九
名
と
し
ま
す
。

{
競
技
規
則
}
現
行
愛
媛
県
レ
ク

レ
1
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
議

会
規
則
に
そ
っ
て
行
い
ま
す
。

{
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
}

〒
市
大
洲
市
若
宮
五
二
二

番
地

簡
易
保
険
加
入
者
協
会
大
洲
出
張

所
(
事
務
局
上
甲
忠
)

宮

(
ω
6
9
3
8
)

{
注
意
}
競
技
中
に
選
手
が
負

傷
し
た
場
合
の
責
任
は
負
い
か
ね

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。



3月5日
午前1時から

NTTの電話が
10分間程停止します

3月5日(土)午前1時から、大洲市と喜多郡地NTTでは、

これにより、当日午前域で、電話交換機取替工事を行います。

かから1時から10分間程度、話し中の電話が中断されたり、

なくなることがありますのでご注意ください。

この電話交換機の取替工事は、従来の交換機をディジタル

式に取り替えるもので、大洲市と喜多郡地域で高度電話サー

建
吾凡
邑又

参工
事事
室の
業費売
量争
性入
汁し
て

~MlIIlrelll 

3月1日"-'31日

平
成
六
年
度
に
、
大
洲
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
を

新
規
に
得
た
い
人
は
、
次
の
要
領
で

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
に
あ
た

っ

て
は
、
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の

二

十
三
か
ら
同
条
の
三
十
二
の
規
定
に

基
づ
く
経
営
に
関
す
る
事
項
の
審
査

が
終
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

公
共
下
水
道
工
事
を
希
望
す
る
人

は
、
資
格
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る

ピス、料金明細サービス、電話料金割引サービスなどの各種

新しいサービスが大都市と同じように受けることができるよ

うになります。

※お問い合わせ先

NTT八幡浜支庖企画部

ft0894⑫2 5 0 1 

経
歴
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
五
年
度
に
提
出
済

の
人
は
、
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知

書

(写
)
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

{受
付
期
間
}

平
成
六
年
三
月

一
日
1
三
十

一
日

{
受
付
場
所
}

大
洲
市
総
務
部
監
理
課

※
詳
し
く
は
監
理
課
へ

告
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
6
6
)

市
役
所
は
四
月
か
ら

す
べ
て
の
土
曜
日
が

休
み
と
な
り
ま
す

国
や
県
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す

す
べ
て
の
土
曜
日
を
閉
庁
と
す
る
完

全
週
休
二
日
制
を
、
大
洲
市
に
お
い

て
も
本
年
四
月

一
日
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
完
全
週
休
二
日
制

の
実
施
に
あ
た
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
事
務

の
合
理
化
、
改
善
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
関
係
の
深
い
業

務
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
業

務
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
う
と
こ

ろ・
市
立
大
洲
病
院

・
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

・
保
育
所
、
大
洲
学
園
、
清
和
国

・
大
洲
児
童
館
、
徳
森
児
童
セ
ン

タ
ー

・
市
民
会
館
、
お
わ
ず
赤
煉
瓦
館

・
総
合
体
育
館
、
図
書
館
、
博
物

館
・
市
営
駐
車
場

な
お
、
土
曜
日
に
お
い
て
も
、
戸

籍
関
係

(出
生
、
婚
姻
、
死
充
届
等
)

の
受
付
や
埋
火
葬
許
可
証
の
発
行
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
曜
日
と
同
じ
よ
う
に

行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ご
利
用
さ
れ
る
と
こ

ろ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7 
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|大洲市駅伝大会

十

一
月
二
十
七
日
、
第
三
十
三
回

大
洲
市
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
大
会
に
は
、
六
つ
の
部

門
に
、
昨
年
を
十
チ
l
ム
上
ま
わ
る

四
十
三
チ
l
ム
が
参
加
し
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
二
種
類
で
、
中
学
校
男

子
と
高
校
二
部
は
十
区
間
、
高
校
一

部
は
六
区
間
三
十
三
・

九
回
を
、
ま

た
、
中
学
校
女
子
、
高
校

・一

般
女

子
と

一
般
男
子
の
部
は
、
八
区
間
二

十
三

・
二
回
で
す
。
今
年
は
好
記
録

が
続
出
し
、
大
会
新
記
録
を
四
つ
の

チ
l
ム
が
記
録
し
ま
し
た
。

各
部
門
三
位
以
上
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

中学校女子の部

大 ;JIIII南中学校A

1時間31分13秒*

2 
大洲北中学校 A

1時間32分44秒

3 
大対1111北中学校 B

1時間35分28秒 | 

中学校男子の部

大 ;JIIII北中学校 A

1時間56分10秒

肱東中学校 B
2 
1時間57分28秒

新谷中学校 A

1時間57分42秒
局校 ・一般女子の部

大洲高校陸上部

1時間39分11秒*

2 
大洲高校バレーポール部A

1時間40分17秒*

大洲高校バレーポール部B
3 
1時間53分30秒

一般男子の部

徳 木フ忙木

1時間17分35秒*

2 
=善公民館

1時間20分18秒

平 野 体 協
3 
1時間23分14秒

2時間9分44秒

(1チームのみ参加)

高校 2 部
)'¥ rフ ズ
(大;~'I' I高校サ 、ソ力一部)

1時間57分51秒

大;JIIII高校野球部A
2 
2時間O分47秒

トリッキーズ

3 
(大洲高校サッ力一部)

2時間 5分19秒

C*は大会新記録)

大洲高校陸上部

部4安宅主r
R号

き
り
ひ
ら
く

ん

あ
。

ゎ

t
青
年
の
捗
ゆ
」
(
そ
の
一
)

私
た
ち
は
、
職
場
で
の
い
ろ
い
ろ

〈

&

か

ふ

た

り

じ
ず

な
取
り
組
み
の
中
で
、

二
人
が
結
び

つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。

こ

ろ

わ

か

か

ん

ご

ふ

そ
の
頃
、
若
い
看
護
婦
さ
ん
た
ち

の
中
か
ら
、
ち

い

ぴ

A

一一
ヲ
い
ん

「
こ
の
朴
さ
な
病
院
に
治
る
よ
り
、

ほ
か
ゆ
決
き
持
病
院
に
移

っ
て、

若
い
時
代
に
少
し
で
も
看
護
婦
と

ぎ

じ

ゆ

っ

た

い

せ

っ

し
て
技
術
を
み
が
く
こ

と
が
大
切

だ
。
」〈
う

き

ひ

ろ

之
い
う
空
気
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。

か

わ

じ

点

ひ

と

彼
女
も
そ
の

一
人
で
し
た
。
私
は
、

彼
女
に
、
「
ど
う
し
て
も
こ
の
職
場

た

か

そ

を
守

っ
て
ほ
し
い
。
」
と
訴
え
、
過
疎

と
い
わ
れ
る
こ
の
地
域
で
、

一
人
で

お

者

わ

か

も

の

は

と

ζ

も
多
く
の
若
者
が
働
き
つ
守
つ
け
る
こ

は
勺
て
ん

と
が
、
こ
の
地
域
の
発
展
に

つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
し
て

何
よ
刊
も
こ
の
地
は
、
私
た
ち
の
生

ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
で
は
な
い
か

は
u

a
e

L

ょ
う
が
い

と
話
し
合
い
、
こ
の
地
で
生
涯
い

っ

し
ょ
に
生
き
つ
づ
け
て
ほ
し
い
と
訴

え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
彼
女
の
方
は
、
結
婚

す
る
ま
で
に
、
た
だ
一
つ
、
こ
と
わ

っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
、
言
え
な
い
と
い
う
の
で

す
。こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
が
「
家
柄

の
こ
比
か
。
」
と
言
い
ま
す
と
、
彼
女

は
、
初
め
て
、

ち

〈

し
⑩
勺
し
ん

「
私
は
対
象
地
区
の
出
身
で
す
。
」

う

あ

と
、
打
ち
明
け
ま
し
た
。
彼
女
は
、

8 
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人
権
と
同
和
教
育

ち
ち
訟
や

き

そ
の
こ
と
を
、
つ
ね
に
父
親
か
ら
聞

か
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
彼
女
は
、

必
や

ず
い

ぶ
ん
悩
み
ぬ
い
た
よ
う
で
し
た
。

ち

ほ

う

「
こ
の
地
方
に
お
り
た
く
な
い
。
」と

か
、
「
結
婚
を
と
り
や
め
に
し
た
い
己

と
か
言
っ

て
、
私
を
困
ら
せ
ま
し
た
。

ど・ヲ

わ

も
ん
だ
い

こ
う
い
う
彼
女
に
も
、
同
和
問
題

に
つ
い
て
の
教
育
が
十
分
に
な
さ
れ

か

く

し

ん

は

&

て
い
た
な
ら
ば
、
確
信
の
あ
る
話
し

か

た

お

も

方
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
み
ち

こ
こ
で
、
私
の
と
る
べ
き
道
が
、

さ
ら
に
、
た
し
か
な
も
の
に
な

っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
「
対
象
地
区

出
身
」
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
も
、

べ

つ

記

う

よ

う

別
に
動
揺
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ゼ

け

ん

み

伸
明
女
は
、
そ
れ
で
は
、
世
間
を
見じ

る
目
が
あ
ま
い
と
言
い
ま
し
た
。
事

じ

つ

ま

勺

た

実
は
、
全
く
彼
女
の
言
っ

た
と
お
り

で
し
た
が
、
そ
の
頃
の
私
に
は
、
同

ね

命

か

和
問
題
の
根
深
さ
は
、
わ
か

っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

も
ん
だ
い

私
た
ち
二
人
が
、
同
和
問
題
に
つ

が

〈

し

・

ろ

ふ

か

い
て
学
習
を
深
め
る
中
で
、

わ
る

「
彼
女
が
、
い

っ
た
い
ど
ん
な
悪

い
こ
と
を
し
た
と
い
う
の
だ
。
」

じ

Am

ん

お

「
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
自
分
の
生
い

た
ち
を
か
く
し
て
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
。
」

「
せ
め
ら
れ
る
べ
き
は
、
『
部
落

さ

ぺ

つ

い

じ

つ

づ

差
別
』
を
維
持
し
続
け
よ
う
と
す

る
人
た
ち
な
の
、だ
。」

「
そ
の
人
た
ち
こ
そ
、
は
る
か
に

ひ

に

ん

げ

ん

て

き

非
人
間
的
で
あ
る
。
」

か
ん
が

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(
つ
づ
く
)
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時-'!:'" 揖官ぜり~ 一一
企砂12月9日(木)柳沢の入口、柳沢橋12巨大ち門松h'<立ちぎした。
ごれ16柳沢の地域dlごレヴ/しーブ「木林森(ひiJIOf)夢つラブ」と

「後継者協議会Jn設置しだちのです。

12月5B(日)ゃっ/レトスワ口ーズ野球教砂
室n開催されまじた。昨年日本一l己輝いだ
ゃっ/レトスワローズ伊桜井、小坂選手と大

橋、上水流 (h'みず~ ) コー干の指導き 200

人の小中学生n受げましだ。

‘11月25日休)八多喜地区の老
人つうブ、寿会の皆さんn大洲
学置を訪閉じ、園生といっレょ

にちちっさきレましだ。

12月3日(創 男女共同参画型砂
社会づくL./t2ミナ-n開催dれ
女性のまちづ(L./への積極的参

画怠どlごついて話レ合われまじ

だ。

‘12月7日附 人権週間の期間
中、国際化時代!こふさわレい人

権意識を育でようと街頭啓発怠

どが行われ示レだ。

(まち待遇、
J ___ 

-、¥

ズーム・7>~!Jヲ )

..-12月21日側冬の嵐の中、大洲史談
会員の皆さん丹、大洲城跡の3つの櫓

き清掃レまじだ。

( 



ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

十
二
月
二
十
七
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封
(
平
成
四
年
度
下
期
分
「
日

社
済
共
済
制
度
」
社
協
活
動
協
力
費
)

東
京
都
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉

弘

済

会

理

事

長

渥

美

節

夫

金

一
封
(
お
か
げ
様
運
動
寄
付
金
)

西
山
根
大
禅
寺
花
園
会

金
一
封
(
寄
付
金
)

徳

森

徳

生

街

金
一
封
(
第
三
回
「
福
祉
と
健
康
守
つ

く
り
」
市
民
の
つ
ど
い
バ
ザ

l
売
上
金

の

一
部

)

柚

木

大

洲

市

食

生

活

改

善
推
進
員
(
代
)
西
村
君
子

金
一
封
(
忘
年
金
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ

ザ
l
収
益
金
の

一
部
)
田
口
東
京
海

上
火
災
保
険
株
式
会
社
大
洲
支
社

金

一
封

熊

本

県

津

田

智

平

金
一
封
(
拾
得
金
満
期
に
よ
る
寄
付

金
)
若
宮
喜
多
小
学
校
六
年
生

宮
崎
和
美
・
小
島
歩
・
清
田
菜
美

金

一
封
(
寄
付
金
)
若
宮
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ

歌
唱
ク
ラ
ブ
上
田
賢
一
他
会
員
一
同

金

一
封
(
寄
付
金
)
若
宮
四
国
電

万
株
式
会
社
大
洲
営
業
所
従
業
員
一
同

金

一
封
(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
販
売
寄
付

金
)
若
宮
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売

株
式
会
社
大
洲
地
区
販
売
庖
一
同

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
収
益
金
の

一
部
を
新
谷
地
区
社
協
へ
)
新
谷

新
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会

会

長

高

柳

芳

久

金

一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

河

野

共

作

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

黒

木

金

野

茂

生

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

松

山

市

贋

見

利

幸

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

白

石

裕

治

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

赤

坂

知

之

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

松

尾

森

本

信

久

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八

多

喜

町

白

石

純

一

金

一
封
(
喜
多
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

若

富

山

田

一

昭

金
一
封
(
運
動
会
パ
ザ
l
収
益
金
の

一
部
を
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町
菅
田
小
学
校

P
T
A

(
物
品
の
口
座
)

餅
米
八
升
(
大
洲
児
童
館
へ
)

阿
蔵
久
米
小
学
校
学
校
田
運
営
委
員

会
衣
類

洲
底
、
労
働
組
合

徳
茶
・
菓
子
二
十
八
個
(
七
十
才
以
上

の
独
居
老
人
「
平
野
地
区
」
へ

)

東
大
洲
松
下
電
器
産
業
労
働
組
合
四

国
連
合
大
洲
支
部
支
部
執
行
委
員

長

大

川

隆

行

雑
巾
百
十
枚
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l

訪
問
活
動
用
と
し
て
)
大
洲
大
洲

南
中
学
校
生
徒
一
同

紙
オ
ム
ツ
二
百
七
十
六
枚
(
寝
た

き

り

老

人

へ

)

若

宮

山

田

一

昭

電
話
ベ
ル
検
知
回
転
灯
六
器
(
難
聴

者
世
帯
へ
)
東
大
洲
松
下
電
器
産
業

労
働
組
合

四
国
連
合
大
洲
支
部

支
部
執
行
委
員
長
大
川
隆
行

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

支
部
長

兵
頭
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3明日づくりの合言葉。 ま

ま -寄付禁止のルールを守るよう 事

手 日ごろから心がけましょう-主

図書館

新
刊
図
書
案
内

皇

室

報

道

市

川

速

水

著

貧

之

は

正

し

い

/

橋

本

治

著

死
後
の
生

J

・
ア
イ
バ
ー
ソ
ン
著

当

年

と

っ

て

六

十

歳

多

湖

輝

著

人
生
に
関
す
る
六
十
章
中
野
孝
次
監
修

コ
l
ラ
ン
と
聖
書
の
対
話
久
山
宗
彦
著

四
国
八
十
八

ヵ

所

の

旅

淡

交

社

編

葉

隠

の

叡

智

小

池

喜

明

著

逆

説

の

日

本

史

井

沢

元

彦

著

パ
ク
ス
・
イ
ス
ラ
ミ
カ
の
世
紀
鈴

木

董

編

土
井
た
か
子
の
挑
戦
板
垣
英
憲
著

日
本
の
大
自
然

5
1
8

森
田
隆
敏
著

修

羅

に

鰭

け

る

神

坂

次

郎

著

秋
山
仁
の
落
ち
こ
ぼ
れ
は
天
才
だ

吉
永
良
正
著

シ
ル
バ

ー
エ
イ
ジ
の
反
乱
上
回
昭
三
著

わ
た
し
の
地
域
お
こ
し
平
松
守
彦
著

日
本
を
活
か

す

谷

沢

永

一

著

ユ
l
ゴ

紛

争

千

田

善

著

お

年

寄

り

と

一

緒

に

剤

木

裕

著

介
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
児
島
美
都
子
他
編

宇

宙

人

の

条

件

平

林

久

著

ビ
タ
ミ
ン
を
こ
わ
さ
な
い
食
べ
方

松
元
理
佐
著

ゴ
リ
ラ
を
訪
ね
て
三
千
里
阿
部
知
暁
著

が

ん

告

知

小

野

厚

子

著

細

胞

で

考

え

る

西

野

陪

三

著

疾
風
ウ
イ
ニ
ン
グ
・
ラ
ン
寺
本
浩
之
著

包
丁
さ
ば
き
入
門
主
婦
と
生
活
社

子
育
て
が
い
や
に
な
る
と
き
つ
ら
い
と

き

大

日

向
雅
美
著

午
前
五
時
の
カ
フ
ェ
オ
レ
秀
香
著

燃

え

る

水

申

力

生

主

編

い
え
と
む
ら
の
農
政
学
日
本
農
業
研
究
所
編

線
路
の
果
て
に
旅
が
あ
る
宮
脇
俊
三
著

10 

美

術

館

の

窓

か

ら

大

川
栄
二
著

名
優
井
上
正
夫
伝

上
田
雅
一
著

悶

の

サ

ー

キ

ッ

ト

立

松

和

平

著

物

語

日

本

相

撲

史

川

端

要

書

著

三
人

桃

太

郎

波

野

好

江

著

日
本
語
は
京
の
秋
空
金
田
一
春
彦
著

英

語

名

言

集

加

島

祥

造

著

私

の

万

葉

集

大

岡

信

著

与

謝

野

田

田

子

香

内

信

子

著

う

す

あ

お

い

岩

か

げ

北

社

夫

著

マ
ン
ザ
ナ
、
わ
が
町
井
上
ひ
さ
し
著

無

印

親

子

物

語

群

ょ

う

こ

著

霧

隠

れ

雲

隠

れ

三

田

誠

広

著

二
階
堂
特
命
刑
事
調
査
官
斎
藤
栄
著

都

合

の

い

い

女

内

館

牧

子

著

行
っ
て
み
た
い
な
、
童
話
の
園

長
野
ま
ゆ
み
著

愛
と
い
う
字

向
田
邦
子
著

菊
化
石

川
口
武
久
著

悲

し

み

の

港

小

川

国

夫

著

偽

り

の

帝

国

山

口

智

彦

著

淋

し

い

狩

人

宮

部

み

ゆ

き

著

嫌

い

じ

ゃ

な

い

の

林

真

理

子

著

風
の
よ
う
に
、
母
の
た
よ
り渡
辺
淳
一
著

小
鳥

の

食

車

杉

本

苑

子

著

ヨ

メ

に

い

く

私

島

村

洋

子

著

人

生

の

贈

り

物

森

諸

子

著

折

々

の

散

歩

道

水

上

勉

著

二

O
三
九

年

の

真

実

落

合

信

彦

著

あ
や
し
い
探
検
隊
海
で
笑
う
椎
名
誠
文

い
っ
し
ょ
に
泳
ご
う
よ
石
川
ひ
と
み
著

ロ
ン
ド
ン
の
小
さ
な
旅
出
口
保
夫
文

デ
ン
バ
ー
の
青
い
閤
青
木
富
貴
子
著

北
朝

鮮

崩

壊

上

・

下

鄭

乙

畑

著

心
の
鏡

D
・
キ
イ
ス
著

ク
ロ

ッ
カ
ー
ズ
上

・
下R
・
プ
ラ
イ
ス
著

M
-
メ
リ
ッ
ク
著

S
・
ト
ウ
ロ

l
著

シ
ェ
ル
タ
1

立
証
責
任
上
・
下



国
の
教
育
口
l
ン
の
ご
案
内

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校

・
大
学

な
ど
へ
の
進
学
時
や
在
学
時
に
必
要
な

資
金
を
低
利
で
利
用
で
き
る
「
国
の
教

育
ロ

l
ン
」
を
取
扱

っ
て

い
ま
す
。

{
利
用
で
き
る
人
】

次
の
学
校
に
入
学

・
在
学
す
る
人
の

保
護
者

V
高
校
、
高
専
、
短
大
、
大
学
、
大

学
院
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、

予
備
校
、
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の

各
高
等
部
な
ど

{融
資
金
額
】

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
百
五
十
万

円【利
率
】

年
四
・
一
%
(
平
成
五
年
十
二
月
)

【
返
済
期
間
}

最
長
八
年
以
内

【
資
金
の
使
い
み
ち
】

V
入
学
時
入
学
時
学
校
納
付
金
、

受
験
の
た
め
の
費
用
、
そ
の
他
人

学
の
た
め
必
要
な
費
用

V
在
学

時

授

業

料
な
ど
学
校
納
付

金
、
下
宿
代
な
ど
住
居
に
か
か
る

費
用
、
通
晶
子
に
必
要
な
交
通
費

|水道|業|者|の|
|漏|水|当|番|

2月5日ω

【
返
済
方
法
】

元
利
均
等
毎
月
払
(
ボ
ー
ナ
ス
併
用
、

ス
テ
ッ
プ
返
済
も
可
能
)

【保
証
】

側
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま
た
は

保
証
人
一
人
以
上

【お
問
い
合
わ
せ
先
】

一T
m松
山
市
三
番
町
六
|
七
|
三

国
民
金
融
公
庫
松
山
支
庄
教
育
ロ

ー
ン
係
含
0
8
9
9
⑪
6
1
4
8

財
形
教
育
融
資
の
ご
案
内

財
形
教
育
融
資
は
、
勤
労
者
の
親
族

が
、
短
大
・
大
学
等
に
進
学
す
る
際
、

ま
た
は
在
学
中
に
、
必
要
な
教
育
費
用

(
入
学
金
、
授
業
料
、
下
宿
代
な
ど
)

を
融
資
す
る
公
的
融
資
で
す
。
こ
の
財

形
教
育
融
資
は
、
財
形
貯
蓄
を
行
っ
て

い
る
勤
労
者
へ
の
還
元
融
資
と
し
て
、

昭
和
五
十
三
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
以

来
約
四
干
名
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
、

約
四
十
億
円
の
融
資
実
績
が
あ
り
ま
す
。

【
方
法
】
次
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す

V
直
接
融
資
勤
労
者
に
直
接
融
資

す
る
方
法

V
転
貸
融
資
事
業
主
な
ど
を
通
じ

て
勤
労
者
に
融
資
す
る
方
法

2月6日(日)

2月11日幽

2月12日仕)

{
利
用
で
き
る
人
】

財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る
人

【対
象
と
な
る
学
校
】

高
校
、
大
学
な
ど
ほ
と
ん
ど
全
て
の

教
育
機
関
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【融
資
金
額
】

財
形
貯
蓄
残
高
の
五
倍
以
内
で
、
限

度
額
は
、
進
学
資
金
は
三
百
万
円、

修
学
資
金
は
百
五
十
万
円
で
す
。

{利
率
】

年
五
・

二
二
%
(
平
成
五
年
十
二
月
)

【
返
済
に
つ
い

て
】

八
年
以
内
で
支
払
い
方
法
は
三
種
類

①
毎
月
払
い
②
六
ヶ
月
払
い

(ボ
ー

ナ
ス
)
①
①
と
②
の
併
用

【保
証
】

財
形
信
用
保
証
制
の
債
務
保
証
ま
た

は
、
保
証
人
一
人
以
上

【申
し
込
み
先
】

金
融
機
関
の
財
形
教
育
融
資
業
務
取

扱
庖
ご
存
知
で
す
介
つ
・

交
通
遣
児
等
へ
の
育
成
資
金

資交
金通自
を遺動
必児車
要の事
と健故
すや対
るか策
人なセ
に成ン
無長 タ
利 を l
子願で
でつは
貸て

2月13日(日)

2月19日仕)

2月20日(日)

付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【対
象
者
】

一

自
動
車
事
故
で

一
家
の
働
き
手
が
亡

一

く
な
っ
た
り
、
重
度
後
遺
障
害
で
生

一

活
に
お
困
り
の
家
庭
の
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
中
学
生
ま
で
。

【
貸
付
額
】

V

一
時
金

十
四
万
六
千
円

一

V
月
額

一

万

八

千
円

一

V
入
学
支
度
金

四
万
千
円

一

【貸
付
期
間
】

貸
付
の
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
卒
業

ま
で
【利
子
】

無

利

子

【
返
済
期
間
】

中
学
卒
業
後
二
十
年
以
内
の
割
賦

一

(
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
か
ら
選
択
)

に
よ
る
無
理
の
な
い
均
等
払
い
(
高

校
、
大
学
な
ど
に
進
学
し
た
場
合
は

卒
業
ま
で
猶
予
さ
れ
ま
す
)

【申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先
】

一

一T
m
松
山
市
南
江
戸
町

一

六

三

一

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
愛
媛
支

一
所

2
0
8
9
9
@
0
7
0
8

2月26日国

2月27日(日)

詳しくは水道課まで

ft24-3753 

国
民
年
金
は
六
十
五
歳
ま
で

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
は
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
人
全
員
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
年
数
が
不
足
し
て
い
る
人
や
納

め
忘
れ
の
期
間
や
免
除
期
間
が
あ
る
た

め
年
金
額
が
低
額
に
な
る
方
を
救
済
す

る
た
め
の
措
置
と
し
て
六
十
歳
か
ら
六

十
五
歳
の
問
、
国
民
年
金
に
加
入
で
き

ま
す
。
こ
れ
を
「
任
意
加
入
L

と
言
い

ま
す
。
ま
も
な
く
六
十
歳
に
な
ら
れ
る
人
は
、

過
去
の
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
の
加
入
期
間
や
保
険
料

の
納
め
た
期
間
を
再
確
認
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
期
間
が
不

足
し
て
い
る
人
や
年
金
を
受
け
る
の
に

必
要
な
期
聞
が
不
足
し
て
い
る
人
は
、

こ
の
「
任
意
加
入
」

制
度
を
利
用
し
て
、

有
利
な
年
金
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
市
民
課
年
金
係
ま
で
。

合
⑪
2
1
1
1
(内
線
2
5
6
)

12月末までの

大洲市内の交通事故

(有)オクダ設備

含 24-3674

伊予屋住設

宮 24-2541

神田 鉄工所

ft24-4122 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

城戸電業社

ft25-2944 

大塚鉄工所

ft25-0300 

土居鉄工所側

ft24-4519 

神南設備

含 25-4684

(有)南予水道住設

ft25-1350 

久保鉄工所

合 26-0537

(有)星 加水道設備

ft26-0020 

(有)ア サノ設備

ft24-0783 

徳森設備

ft25-4023 

佐藤水道庖

合 24-4410

(有) 丸電工業

ft24-5351 

浜住設備

ft25-4645 

(有)三 原設備

ft24-3783 

滝田水道唐

ft25-0901 

12月末現在 昨年同期

イ牛 数 263 256 

負傷者 345 334 

死 者 8 4 
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三月号i
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
椅
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

2
月
8
日

例

目

時

1
日
時

2
月
幻
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

2
月
H
日

冊

目

時

1
日
時

場
所
八
多
喜
連
絡
所

日
時

2
月
幻
日
何
日
時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
包
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
0

時

間

叩

時

i
u
時
、
日
時
l
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所平成 5年 9月生※

平成 5年 6月生※

保健センターだより

者

ft24-3775 

当

4・乳幼児健康診断.

該

2月1日伏)

2月8日伏)

実施日

平成 4年 7月生2月10日(木)

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

2
月
四
日
凶

9
時
l
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
含
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

2
月
4
日
樹
、
幻
日
間

O
寺
1
6主
寸

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

⑫
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
⑮
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

2
月
日
日
例

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
鮒
フ
ヂ
エ
ダ

{
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合

(
ω
n
p
pぽ

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

2
月
H
日

開

叩

時

l
t
u
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

平成 5年 3月生※

※は肱南・久米・肱北・喜多・平

2月8日は育児相談だけです。

平成3年 1月生

大洲保健センター

13時-13時30分

母子手帳

2月15日(火)

2月22日伏)

実施場所

地区のみ

持参品

受付時間

休旧 J~望診房寸
藤本外科医院(中町)

ft24-2310 
大洲中央病院(東大洲)

まま24-4551
村上内医院(北只)

ft23-3500 
大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
大里子内医院(片原町)

ft24-6800 
大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551
村上外医院(片原町)

ft25-2262 
大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 
岡本耳医院(本町)

ft24-3752 
大洲中央病院(東大iHI)
ft24-4551 

2月6日

(日)

2月11日

幽

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

2
月
3
日
肘

場

所

時

間

大
洲
中
央
病
院

9
時
却
分

1
ロ
時

市
立
大
洲
病
院
日
時
l
M
時

.健康相談.

2月9日休)日時

9時30分-12時、 13時-15時

市役所2階会議室場所

2月24日(木)日時

13時-15時(栄養相談あり)

大洲市保健センター場所

2月13日
(日)

2月20日
(日)

2月27日
(日)

歯

書.~

E災

科

相

実

施

日

内

容

2
月
日
日
附
成
人
歯
科
相
談

2
月
お
日
附
乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

含
⑫
3
1
6
5

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
星
野
富
弘
詩
画
え
は
が
き
展

歌
舞
伎
・
水
辺
の
鳥
シ
リ
ー
ズ
切
手

展1
月
ロ
日
目
1

2
月
6
日
間

V
中
学
生
書
道
展

2
月
ロ
日
凶
1
2
月
白
日
制

V
現
代
版
画
展

2
丹
羽
目
幽
1
2
月
幻
日
制

休
館
日
毎
週
火
曜
日

12 

主民異動届はお早めに.ノ

転入、転出をしたり、世帯や世帯

主を変更するときは、なるべく早く

市民課で手続きをしてくださしミ。こ

れらの届をしておかないと、選挙で

投票ができなかったり、国民年金の

給付や納付に支障をきたす場合があ

りますのでご注意ください。なお、

印鑑を必要とするものもありますの

で、持参してください。

後

記】

一
年
の
中
で
も
最
も
寒
い
季
節
で
す
。

皆
さ
ん
お
元
気
で
・
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
ま
で
書
け
な
か
っ
た
編
集
後
記

が
二
ヶ
月
連
続
の
登
場
と
な
り
ま
し
た
。

さ
で
、
今
月
か
ら
表
紙
の
シ
リ
ー
ズ

と
レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
わ
り
ま
し
た
。
今

年
は
大
洲
市
が
誕
生
し
て
四
十
年
目
を

迎
え
ま
す
。
一

町
九
村
が
合
併
し
て
今

日
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
各
地
区
の
四
十
年
間
の
出
来
事

を
振
り
返
っ
て
、
地
区
の
歩
み
を
紹
介

し
て
ま
い
り
ま
す
。
掲
載
す
る
写
真
は

か
な
り
の
年
代
物
と
な
り
ま
す
か
ら
、

見
づ
ら
い
所
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
で
は
九
月

一
日
に
迎
え
る
市
制
施

行
四
十
周
年
の
日
に
む
け
て
い
ろ
い
ろ

と
計
画
を
進
め
で
い
ま
す
。
そ
の
ト
ッ

プ
を
き
っ
て
昨
年
十
一
月
に
募
集
し
た

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
の
発
表
が
来
月
号
に

は
掲
載
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

(
い
)
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